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2つるおか市議会だより　令和7年12月定例会号

　
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
予
算
議
案

は
予
算
特
別
委
員
会
に
、
条
例
及
び

事
件
議
案
は
所
管
の
常
任
委
員
会
に

付
託
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
議
会
が
議
会
第
８
号
の

高
速
交
通
等
対
策
特
別
委
員
会
の
設

置
に
関
す
る
決
議
を
提
出
し
、
表
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
長
の
指
名
に
よ
り
、

同
委
員
会
の
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

（
委
員
会
の
構
成
は
13
頁
）

　
同
日
、
本
会
議
終
了
後
に
、
議
員

全
員
に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
正
副
委
員
長
互
選
の

後
、
付
託
さ
れ
た
予
算
議
案
５
件
に

つ
い
て
の
提
案
説
明
が
行
わ
れ
、
各

分
科
会
に
分
割
付
託
し
ま
し
た
。

（
委
員
会
の
構
成
は
13
頁
）

　
開
会
初
日
は
、
市
当
局
が
予
算
議

案
５
件
、
条
例
議
案
６
件
、
事
件
議

案
12
件
の
計
23
件
の
議
案
を
提
出

し
、
各
会
派
を
代
表
し
て
５
人
の
議

員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
６
〜
７
頁
）

　
ま
た
、
厚
生
及
び
産
業
建
設
常
任

委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
請
願
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

18
日
の
本
会
議
で
は
、
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
、
各
所

管
の
常
任
委
員
長
が
審
査
報
告
を
行

い
、
請
願
第
11
号
に
つ
い
て
は
、
表
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
採
択
と
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
請
願
第
８
号
か
ら
請
願
第

10
号
ま
で
の
３
件
は
、
討
論
の
後
、

表
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択

と
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
終
了
後
に
開
催
し
た
予
算

特
別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
委
員

長
が
予
算
議
案
の
審
査
報
告
を
行
い
、

表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

最
終
日
の
19
日
の
本
会
議
で
は
、

議
員
提
出
の
意
見
書
３
件
を
審
議
し
、

議
会
第
９
号
は
表
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議

会
第
10
号
及
び
議
会
第
11
号
は
討
論

の
後
、
表
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で

否
決
し
ま
し
た
。

　
４
日
、
５
日
、
８
日
の
３
日
間
、

25
人
の
議
員
が
市
当
局
に
対
し
、
市

政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
８
〜
13
頁
）

　
９
日
に
総
務
、10
日
に
市
民
文
教
、

11
日
に
厚
生
、
12
日
に
産
業
建
設
の

各
常
任
委
員
会
及
び
予
算
特
別
委
員

会
分
科
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た

条
例
及
び
事
件
議
案
の
審
査
を
行
い
、

引
き
続
き
、
予
算
特
別
委
員
会
分
科

会
と
し
て
、
予
算
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

（
審
査
内
容
は
５
頁
）

市
当
局
が
議
案
を
提
出

５
人
が
総
括
質
問

各
常
任
委
員
会
を
開
催

条
例
・
予
算
議
案
等
を
審
査

予
算
特
別
委
員
会
を
開
催

提
案
趣
旨
を
説
明

各
常
任
委
員
会
を
開
催

決
算
・
予
算
議
案
等
を
審
査

決
算
・
予
算
特
別
委
員
会
を

開
催
、
提
案
趣
旨
を
説
明

12月定例会の概要
６施設の指定管理者を可決
補正予算、条例の一部改正
など36件を審議

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
２
日
に
開
会
し
、

市
当
局
が
23
件
の
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

請
願
４
件
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
常
任
委
員

会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
議
案
・
請
願
は
、
総
括
質
問
、

委
員
会
審
査
な
ど
の
後
、
議
員
提
出
の
意
見

書
３
件
を
含
め
審
議
し
、
18
日
間
の
会
期
を

経
て
12
月
19
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

（
議
案
・
請
願
・
意
見
書
の
内
容
と
審
議
結

果
は
３
頁
）

12月定例会日程12月定例会日程
本会議（総括質問）
予算特別委員会
本会議（一般質問）
常任委員会
本会議
予算特別委員会
本会議

２日

４・５・８日
９～12日
18日

19日

請
願
１
件
を
採
択

予
算
特
別
委
員
会
で
分
科
会
報
告

意
見
書
１
件
を
可
決
、条
例・事
件・

予
算
議
案
は
全
員
賛
成
で
可
決

　
次
に
、
各
常
任
委
員
長
が
条
例
及

び
事
件
議
案
に
つ
い
て
、
予
算
特
別

委
員
長
が
予
算
議
案
に
つ
い
て
の
審

査
報
告
を
行
い
、
表
決
の
結
果
、
議

第
96
号
か
ら
議
第
１
１
８
号
ま
で
の

23
件
は
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
市
当
局
が
追
加
議
案
４

件
を
提
出
し
、
議
第
１
１
９
号
は
質

疑
の
後
、
表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
、
議
第
１
２
０
号
は
表
決

の
結
果
、全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
第
１
２
１
号
は
質
疑
・
討
論
の
後
、

表
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
同
意
し
、

議
第
１
２
２
号
は
表
決
の
結
果
、
全

員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

（
人
事
案
件
の
結
果
は
左
記
）

　
次
に
、
議
会
提
出
の
議
会
第
12
号

を
審
議
し
、
表
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
選
第
５
号
及
び
選
第
６

号
の
鶴
岡
市
選
挙
管
理
委
員
会
選
挙

管
理
委
員
及
び
同
委
員
の
補
充
員
の

選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
の
指
名
推
選

に
よ
り
、当
選
人
を
決
定
し
ま
し
た
。

（
選
挙
の
結
果
は
４
頁
）

副
市
長
人
事
案
件
の
結
果

25
人
が
一
般
質
問

伊
藤　

 

敦　
氏（
本
町
二
丁
目
）

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員

渡
邉　

 

健　
氏（
新
形
町
）



3 つるおか市議会だより　令和7年12月定例会号

議案番号　 議案名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 付託委員会 審議結果
議第96号 令和７年度鶴岡市一般会計補正予算（第４号） 予算特別
議第97号 令和７年度鶴岡市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 予算特別
議第98号 令和７年度鶴岡市介護保険特別会計補正予算（第１号） 予算特別
議第99号 令和７年度鶴岡市病院事業会計補正予算（第１号） 予算特別
議第100号 令和７年度鶴岡市下水道事業会計補正予算（第１号） 予算特別
議第101号 鶴岡市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の一部改正について 総　　務
議第102号 鶴岡市手数料条例の一部改正について 総　　務
議第103号 第三学区放課後児童クラブ新築工事請負契約の締結について 総　　務
議第104号 鶴岡市小真木原陸上競技場改修工事請負契約の締結について 総　　務
議第105号 鶴岡市立加茂水族館リニューアル工事請負契約の一部変更について 総　　務
議第106号 鶴岡市立加茂水族館リニューアル機械設備工事請負契約の一部変更について 総　　務
議第107号 鶴岡市立加茂水族館リニューアル電気設備工事請負契約の一部変更について 総　　務
議第108号 財産の取得について 総　　務

湯殿山スキー場の老朽化した圧雪車１台を更新するもの
議第109号 鶴岡市火災予防条例の一部改正について 市民文教

林野火災を予防するため、林野火災注意報及び林野火災警報を創設し、発令でき
るようにするほか、「たき火」について届出を義務付けるもの

議第110号 指定管理者の指定について（鶴岡市文化会館） 市民文教
議第111号 指定管理者の指定について（丸岡城跡史跡公園） 市民文教
議第112号 指定管理者の指定について（鶴岡市櫛引生涯学習センター） 市民文教
議第113号 鶴岡市総合保健福祉センター設置及び管理条例の一部改正について 厚　　生

休日夜間診療所における平日の夜間診療を土曜日のみとするもの

議第114号 鶴岡市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一
部改正について 厚　　生

議第115号 指定管理者の指定について（鶴岡市立あおば学園） 厚　　生
議第116号 指定管理者の指定について（松原保育園） 厚　　生
議第117号 指定管理者の指定について（鶴岡市藤島児童館） 厚　　生
議第118号 鶴岡市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 産業建設

令和８年度からの庄内広域水道企業団による水道事業の開始に向けて、水道事業
に関係する条例の改廃を行うもの

議第119号 令和７年度鶴岡市一般会計補正予算（第５号） 省　　略
議第120号 鶴岡市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 省　　略
議第121号 鶴岡市副市長の選任について 省　　略
議第122号 鶴岡市情報公開・個人情報保護審査会委員の委嘱について 省　　略

請願番号　 請願件名 付託委員会 審議結果

請願第８号 地域住民の医療を受ける権利を保障するために医療機関の維持存続への支援を求
める意見書提出に関する請願 厚　　生

請願第９号 安全・安心の医療・介護提供体制を守るため、全てのケア労働者の処遇改善につ
なげる報酬10％以上の引上げを求める意見書の提出に関する請願 厚　　生

請願第10号 保険薬局も無料低額診療事業の対象とすることを求める意見書の提出に関する請願 厚　　生
請願第11号 農業構造転換集中対策に関する意見書の提出を求める請願 産業建設

議案番号　 議案名 付託委員会 審議結果
議会第８号 高速交通等対策特別委員会の設置に関する決議について 省　　略
議会第９号 農業構造転換集中対策に関する意見書の提出について 省　　略
議会第10号 ＯＴＣ類似薬の保険適用除外を行わないことを求める意見書の提出について　 省　　略
議会第11号 柏崎刈羽原子力発電所の再稼働を行わないことを求める意見書の提出について　 省　　略
議会第12号 鶴岡市議会委員会条例の一部改正について 省　　略

▼市長提出議案と審議結果

▼議員提出議案と審議結果

▼請願と審議結果

可　決
（全員賛成）

可　決
（全員賛成）

否　決
（賛成少数）

不採択
（賛成少数）

同　意
（全員賛成）

可　決
（全員賛成）

採　択
（全員賛成）

同　意
（賛成多数）



4つるおか市議会だより　令和7年12月定例会号

　定例会最終日に、鳥獣被害対策事業の経費を含む補正予算案が提出され、質疑の後、表決の結果、全員
賛成で可決しました。同事業の内容を紹介します。

　市内でのクマ等の出没件数の増加に伴い、不足
が見込まれる実施隊員報酬等を増額するほか、県
の補正予算による補助事業を活用し、緊急銃猟に
要する備品の整備を行う。

12月定例会のポイント
クマ対策等の補正予算を可決（議第119号）

鳥獣被害対策事業   【補正予算額840万円】
【事業費の内訳】
１　活動時間の増に伴う鳥獣被害対策実施隊員
　　報酬の増額　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　600万円　
２　鶴岡市鳥獣被害防止対策協議会補助金の
　　増額（クマ、イノシシの捕獲報酬の増、箱
　　ワナに設置するセンサー機器の購入）
　　　　　　　　　　　　　　　　　200万円　
３　県の指定管理鳥獣対策事業補助金による緊
　　急銃猟に係る備品購入費（広報車用スピー
　　カー、無線機、動画撮影機器等）　
　　　　　　　40万円（うち県補助金30万円）

令和７年度のクマの捕獲頭数は、11月末時点で144頭に上った

　12月17日の議会運営委員会で、市当局がホーム
ページで公開した「鶴岡市長選挙における本市職
員の地方公務員法及び公職選挙法違反に係る調査
報告書」に関し、当局からの説明を受けて議員全
員で共通の認識を持つべきである旨の意見があり
ました。
　その後、日本共産党鶴岡市議団、希望のつどい、

鶴岡市長選挙における本市職員の地方公務員法及び公職選挙法違反に
係る調査報告書について、議員全員協議会を開催

市民と歩む会及び無所属議員から、議長に対し、
報告書に対する当局への内容確認等の場を求める
要請書が提出されたことから、12月18日に議員全
員協議会を開催しました。
　協議会では、議員から調査方法等に関する多く
の質疑がありました。
※議員全員協議会…特に重要な問題を全議員で協議する場。議長が招集する。

※

鶴岡市選挙管理委員会選挙管理委員の補充員の選挙選第６号 指名推選 当選人は下記

選挙の結果
鶴岡市選挙管理委員会選挙管理委員の選挙選第５号 指名推選 当選人は下記

◆鶴岡市選挙管理委員会選挙管理委員
　鈴木　　晃　氏（長者町）
　佐藤　正規　氏（藤島）
　庄司　晴一　氏（羽黒町押口）
　阿部美惠子　氏（美原町）

◆鶴岡市選挙管理委員会選挙管理委員の補充員
　瀬尾　　等　氏（新形町）
　三浦　正義　氏（丸岡）
　伊藤　一雄　氏（本郷）
　齋藤　　裕　氏（湯温海）



休
日
夜
間
診
療
所
の

　
　
　
　
開
所
日
縮
小
の
影
響
は

税
務
地
図
シ
ス
テ
ム
の
更
新
は

人
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
６
８
８
人
が

２
回
目
の
接
種
を
終
え
て
い
る
。
ま

た
、
１
回
接
種
で
済
む
生
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
者
は
、
５
５
０
人
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
、
対
象
者
の
約
47
％
の

接
種
率
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
当

初
見
込
み
の
20
％
を
大
幅
に
超
え
る

た
め
、
不
足
分
の
２
、０
７
５
万

２
、０
０
０
円
を
補
正
計
上
し
た
も

の
で
あ
る
。

委
員　
２
、
２
０
０
万
円
の
事
業
費

に
見
合
う
収
支
改
善
効
果
は
期
待
で

き
る
の
か
。

荘
内
病
院
総
務
課
長　
６
年
度
に
米

沢
市
立
病
院
が
約
２
、
４
０
０
万
円

で
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
委
託

契
約
を
結
び
、
契
約
額
を
上
回
る
効

果
が
得
ら
れ
た
ほ
か
、
県
外
公
立
病

院
の
事
例
で
は
、
約
４
、
８
０
０
万

円
の
委
託
契
約
で
約
１
億
６
、
０
０

０
万
円
の
効
果
が
あ
っ
た
と
把
握
し

て
い
る
。
他
病
院
の
実
績
を
踏
ま
え
、

委
託
契
約
額
を
上
回
る
収
支
改
善
効

果
が
あ
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

委
員　
こ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
委
託

に
病
院
の
体
制
強
化
や
職
員
へ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
移
転
等
も
含
ま
れ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

荘
内
病
院
総
務
課
長　
契
約
に
経
営

支
援
業
務
を
盛
り
込
む
予
定
で
あ
り
、

場
合
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

見
解
は
。

健
康
課
長　
軽
症
と
診
断
さ
れ
た
場

合
、
時
間
外
診
療
加
算
料
の
支
払
い

は
発
生
す
る
。
そ
の
た
め
、
救
急
外

来
を
受
診
す
べ
き
か
判
断
に
迷
う
場

合
は
、
専
門
の
看
護
師
が
直
接
応
対

す
る
県
の
救
急
電
話
相
談
を
利
用
し

て
も
ら
う
な
ど
、
適
正
受
診
の
啓
発

を
図
っ
て
い
く
。

委
員　
今
年
度
の
接
種
実
績
と
補
正

予
算
額
の
根
拠
は
。

健
康
課
長　
令
和
７
年
８
月
末
の
実

績
で
、
２
回
接
種
が
必
要
な
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
者
は
１
、
３
１
６

委
員　
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
い
、

字
限
図
の
閲
覧
は
無
料
に
な
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
よ
り
閲
覧
者
が

増
加
し
て
も
問
題
な
く
運
用
可
能
か
。

ま
た
、
更
新
し
た
シ
ス
テ
ム
で
の
閲

覧
は
い
つ
か
ら
可
能
に
な
る
の
か
。

課
税
課
長　
本
所
課
税
課
に
設
置
し

て
い
る
１
台
の
端
末
を
更
新
し
て
運

用
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
端
末
で

閲
覧
し
た
場
合
の
み
無
料
と
な
る
が
、

運
用
状
況
を
踏
ま
え
て
閲
覧
件
数
の

上
限
設
定
等
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
１
月
５
日
か
ら
同
シ
ス
テ
ム

で
の
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
て
い
る
。

委
員　
受
診
状
況
を
踏
ま
え
た
開
所

日
の
縮
小
と
の
こ
と
だ
が
、
平
日
夜

間
及
び
休
日
に
荘
内
病
院
救
急
外
来

を
紹
介
状
な
く
受
診
す
る
と
、
時
間

外
診
療
加
算
料
の
支
払
い
が
生
じ
る

受
託
業
者
か
ら
の
指
導
を
直
接
受
け

な
が
ら
職
員
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し

て
、
自
律
的
で
持
続
可
能
な
経
営
改

善
策
を
実
施
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

委
員　
除
雪
車
の
出
動
状
況
を
公
開

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
取
組
内

容
は
。

土
木
課
長
　
除
雪
車
の
現
在
地
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
ウ
ェ
ブ
公
開
に
よ
っ
て

市
民
か
ら
も
交
通
情
報
等
と
し
て
役

立
て
て
も
ら
う
想
定
を
し
て
い
る
が
、

除
雪
車
の
運
行
を
見
計
ら
っ
て
、
一

斉
に
道
路
へ
の
雪
出
し
等
の
除
雪
作

業
が
行
わ
れ
、
か
え
っ
て
交
通
障
害

が
生
じ
る
懸
念
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

公
開
方
法
に
関
し
て
は
慎
重
に
検
討

し
た
い
。

※字限図…地図上で特定の土地や不動産の境界を視覚的に確認できるように
　　　　　図面に表したもの。土地の所有者や面積、利用状況等を確認する
　　　　　ための手掛かりとなる。

委員会審査
提出された議案をそれぞれ所管の委員会に
付託して審査します。
審査の主なものを掲載します。

総
　
　
　
務

厚
　
　
　
生

産
業
建
設

荘
内
病
院
で
実
施
す
る
経
営
改
善
支
援

　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
委
託
の
効
果
は

除
雪
機
械
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
を

　
　
　
　
　
　
　
導
入
し
た
取
組
は

あ
ざ
き
り
ず

※

5 つるおか市議会だより　令和7年12月定例会号

高
齢
者
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
委
託
料
に

　
　
　
　
　
　
不
足
が
生
じ
た
理
由
は

ほ
う

休日夜間診療所の開所日休日夜間診療所の開所日
４月から11月までの夜間

令和８年３月31日まで 令和８年４月１日から

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
○ ○ － － － － ○ ○ × － － － － ○

12 月から３月までの夜間
令和８年３月31日まで 令和８年４月１日から

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○



YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議の生中継・録画配信を行っています。

総括質問
市長提出議案に対して、会派を代表して５人
の議員が質問しました。
各議員１項目について概要をお知らせします。

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画配信や会議録で全てご覧いただけます。
なお、本原稿は質問した議員本人の責任にお
いて執筆しています。

※会議録の公開には一定の期間を要します。

YouTube　鶴岡市議会

※1  パブリックコメント…市の基本的な政策を決定する過程で、その目的、内容などをあらかじめ広く公表した上で意見を募集し、提出された意見の趣旨やその意見に
　　　　　　　　　　　　 対する市の考え方を公表する一連の手続。

新学校給食センター整備の進捗と供用開始は

議
員
　
令
和
７
年
６
月
定
例

会
で
、
基
本
計
画
を
見
直
す

た
め
に
学
校
給
食
・
食
農
教

育
推
進
本
部
を
立
ち
上
げ
、

調
理
運
営
主
体
の
在
り
方
な
ど
を
検

討
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
施

設
の
整
備
計
画
や
供
用
開
始
に
向
け

た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

市
長
　
同
本
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
会

議
を
３
回
開
催
し
、
地
産
地
消
や
展

示
・
学
習
機
能
等
に
つ
い
て
意
見
を

頂
い
た
。
今
後
は
、
新
セ
ン
タ
ー
の

調
理
運
営
主
体
や
、
５
つ
あ
る
本
市

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
全
体
の
在
り
方

等
の
検
討
内
容
を
示
し
、
意
見
を
頂

く
予
定
で
あ
る
。
現
在
の
進
捗
状
況

を
踏
ま
え
、
基
本
計
画
は
、
８
年
３

月
中
に
案
を
示
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
経
て
、
夏
前
の
策
定
を
目

指
し
て
い
く
。
な
お
、
策
定
に
当
た

っ
て
は
、
事
業
費
全
体
の
適
正
化
の

視
点
も
含
め
、
事
業
方
式
や
建
設
候

補
地
、
市
全
体
の
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
配
置
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。
供
用
開
始
は
、
12
年
９
月
と
し

て
い
た
が
、
遅
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

ほかの質問
ク
マ
被
害
対
策
、
観
光
振

興
、
経
済
・
雇
用
対
策
、

米
政
策
　
な
ど

創政クラブ 佐藤　昌哉 議員
さとう まさや

※

１

クマ被害対策、緊急銃猟の運用と課題は

議
員
　
９
月
か
ら
緊
急
銃
猟

制
度
が
施
行
さ
れ
た
。
市
街

地
で
の
猟
銃
の
発
砲
に
伴
う

人
身
事
故
な
ど
、
万
が
一
の

事
故
に
対
す
る
責
任
が
あ
る
が
、
運

用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長
　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
、

国
や
県
、
警
察
、
猟
友
会
等
と
意
見

交
換
を
重
ね
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
事
故

発
生
時
の
損
失
補
償
へ
の
備
え
と
し

て
、
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
の
対
応

を
取
っ
て
い
る
。

議
員
　
中
山
間
地
の
急
激
な
過
疎
化

と
高
齢
化
に
よ
り
、
山
村
や
農
村
の

疲
弊
を
招
い
た
国
の
政
治
の
転
換
を

求
め
て
い
く
こ
と
が
、
長
期
的
な
対

策
と
し
て
重
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
ク
マ
の
市
街
地
へ
の
出
没
の

増
加
は
、
餌
と
な
る
ブ
ナ
の
実
の
凶

作
、
捕
獲
数
の
減
少
、
中
山
間
地
の

荒
廃
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
考
え
ら

れ
る
。
国
や
県
が
行
う
個
体
数
調
査

を
基
に
し
た
捕
獲
や
、
緩
衝
帯
整
備

に
よ
る
人
と
ク
マ
と
の
す
み
分
け
対

策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

ほかの質問
米
価
高
騰
と
そ
の
後
の
暴

落
の
不
安
、
学
校
施
設
の

大
規
模
改
修
　
な
ど

日本共産党鶴岡市議団 加藤　鑛一 議員
かとう こういち
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松くい虫被害、予算の確保は

議
員
　
松
く
い
虫
被
害
対
策

は
、
早
期
発
見
・
早
期
駆
除

が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
被
害

が
急
拡
大
し
て
お
り
、
予
算

が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

予
算
確
保
に
向
け
た
取
組
は
。

市
長
　
松
く
い
虫
被
害
は
年
々
拡
大

し
て
お
り
、
市
が
伐
倒
駆
除
や
薬
剤

散
布
、
植
林
に
よ
る
森
林
の
再
生
な

ど
の
対
策
に
要
し
た
経
費
は
、
５
年

度
が
約
１
、５
０
０
万
円
、
６
年
度

が
約
５
、４
０
０
万
円
、
７
年
度
の

見
込
み
額
は
約
１
億
５
、８
０
０
万

円
と
、
３
年
間
で
約
10
倍
と
な
っ
て

お
り
、
財
政
的
な
負
担
が
課
題
で
あ

る
。
財
源
確
保
に
向
け
た
新
た
な
取

組
と
し
て
、「
海
岸
砂
防
林
の
維
持
と

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
称
す
る
ガ

バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
開
始
し
、
目
標
金
額
を
１
、５

０
０
万
円
と
設
定
し
て
い
る
。
集
ま

っ
た
寄
附
金
は
、
海
岸
砂
防
林
の
早

期
回
復
の
た
め
に
、
被
害
木
の
伐
倒

駆
除
、
植
林
な
ど
の
活
動
経
費
に
充

て
て
い
く
。

市内事業者への経営支援策を講じるべき

議
員
　
山
形
県
の
最
低
賃
金

は
、
平
成
25
年
度
以
降
で
は

最
も
高
い
引
上
げ
幅
と
な
る

77
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
１
、

０
３
２
円
に
改
定
さ
れ
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
や
物
価
高
騰
の
渦
中
で
、

最
低
賃
金
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
人
件

費
が
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
現
状
が

あ
る
。
市
内
事
業
者
へ
の
影
響
に
つ

い
て
の
認
識
は
。

市
長
　
市
が
毎
年
度
行
っ
て
い
る
経

営
課
題
調
査
で
は
、
業
績
の
改
善
が

見
ら
れ
な
い
中
で
も
賃
上
げ
を
す
る

企
業
の
割
合
が
多
く
、
最
低
賃
金
の

引
上
げ
が
経
営
に
相
応
の
負
担
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
影
響
は
大

き
い
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
他
自
治
体
で
は
、
中
小
事
業

者
に
対
し
て
重
点
支
援
地
方
交
付
金

を
活
用
し
、
賃
上
げ
に
よ
る
影
響
緩

和
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策

を
講
じ
て
い
る
が
、
見
解
は
。

市
長
　
既
存
制
度
の
活
用
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
同
交
付
金
を
活
用
し

た
独
自
の
中
小
企
業
支
援
策
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
。

ほかの質問

ほかの質問
水
道
事
業
の
統
合
、

除
雪
作
業
の
効
率
化

な
し

希望のつどい 中沢　深雪 議員
なかざわ みゆき

荘内病院の経営改善への取組は

議
員
　
荘
内
病
院
の
経
営
改

善
の
た
め
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
導
入
は
、
外
部
へ
の
丸
投

げ
や
現
場
の
混
乱
を
招
く
こ

と
な
く
、
内
部
の
改
革
力
を
引
き
出

せ
る
の
か
。
業
者
の
選
定
方
法
や
費

用
対
効
果
の
判
断
基
準
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
契
約
終
了
後
に
向
け
た
内
部

体
制
の
強
化
は
。
ま
た
、
企
業
債
５

億
円
の
借
入
れ
目
的
は
。

病
院
事
業
管
理
者
　
公
立
病
院
へ
の

支
援
実
績
が
あ
る
業
者
を
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
選
定
す
る
。
費
用
対
効

果
は
、
８
年
度
と
６
・
７
年
度
の
決

算
を
比
較
し
、
収
支
改
善
額
か
ら
判

断
す
る
。
職
員
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

か
ら
直
接
指
導
を
受
け
、
具
体
的
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
業
務
プ
ロ
セ
ス
に
組
み

込
み
、
定
着
さ
せ
、
主
体
的
に
改
善

を
継
続
で
き
る
よ
う
体
制
強
化
を
図

る
。
企
業
債
は
、
厳
し
い
経
営
環
境

に
あ
る
公
立
病
院
を
支
援
す
る
国
の

制
度
で
、
経
営
改
善
の
効
果
が
出
る

ま
で
の
資
金
不
足
に
備
え
る
措
置
で

あ
る
。
５
億
円
は
、
最
大
借
入
れ
可

能
額
で
あ
る
。

ほかの質問
行
財
政
改
革
の
取
組
と
財

政
健
全
化

鶴岡市議会公明党 黒井　浩之 議員
くろい ひろゆき

市民と歩む会 田中　　宏 議員
たなか ひろし

※2  ガバメントクラウドファンディング…自治体がふるさと納税制度を活用して行うクラウドファンディング（インターネットを使って不特定多数の人から少額ずつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資金を調達する仕組み）

※3  プロポーザル方式…業務の委託先を選定する際、複数の者に企画を提案してもらい、その中から優れた提案者を選定する方法。

※

２

※

３

7 つるおか市議会だより　令和7年12月定例会号
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一般質問
市政全般について考え方や方針などを25人の
議員が市当局に質問しました。総括質問を行っ
た議員を除く21人の質問を掲載します。
各議員１項目について概要をお知らせします。

YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議の生中継・録画配信を行っています。

観光の玄関口である
鶴岡駅前の景観は

議員　観光客が最初に降り立つ駅前は、まちの
印象を左右する重要な場所と考える。マリカ東
館の壁面や、さびた屋上広告塔の過去の活用事
例と現状、今後の活用の考えは。
商工観光部長　同館壁面は、店舗の広告や催事
案内等で活用されていたが、市が所有してから
は、観光案内所の看板や施設に関する案内表示
を設置している。屋上広告塔には建物の名称看
板が設置されていたが、老朽化に伴い撤去した。
観光客に与える印象が大きい場所であるため、
鶴岡の魅力を発信する広告等の掲示について、
法令等を踏まえ可能な方法を検討していく。

鶴岡市の教育デザイン、旧鶴岡病院跡地に
おける人工芝グラウンド施設整備の進捗状況

防災行政無線　
課題解決の進捗状況は

議員　防災行政無線の放送が聞こえづらいと
度々話題になっている。令和６年９月定例会で、
課題解決に向けて、スマホアプリの活用等を調
査するとの答弁があったが、取組状況は。
危機管理監　他自治体の取組事例を参考に調査
研究を行ってきた。現在、防災行政無線の補完
のため、防災行政無線の音声放送をスマホに配
信する情報伝達システムの導入を検討しており、
今年度、市内２地区で試行運用を行っている。
国の交付金等の財源を確保し、試行運用の検証
結果や他自治体の事例を踏まえて、全市域での
導入を検討していく。

鳥獣被害対策、関係人口

通学路の安全確保は

議員　通学路において、横断歩道や区画線が消
えている箇所が多く見受けられるが、管理基準
は。また、交通事故防止の方策は。
建設部長　市道の路面標示についての基準は特
に定めていないが、道路パトロールや地元要望
等を踏まえ、毎年、年度当初に区画線の引き直
し等を実施している。通学路については、重点
的に事故防止の対策をするべきと考えており、
学校関係者や道路管理者のほか、公安委員会と
市が合同で、国・県道、市道問わず、関係機関
に寄せられた危険箇所の現地点検を行い、意見
を出し合って改善に努めている。

京田川治水対策、藤島地域義務教育学校整備の
進捗、市の特色を出した活気あるイベント創出

※会議録の公開には一定の期間を要します。

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画配信や会議録で全てご覧いただけます。
なお、本原稿は質問した議員本人の責任にお
いて執筆しています。

ほかの質問 

ほかの質問  ほかの質問  

みはら だいすけ

三原　大輔 議員

たけうち ひでかず

竹内　秀一 議員
たけのりきたやま

北山　武徳 議員
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中小規模農家、兼業農家
への支援は

議員　担い手確保に向けた市の支援策は、規模
拡大を目指す経営体への機械導入補助が中心と
なっている。中小規模農家、兼業農家の離農抑
制に特化した支援が必要と考えるが、見解は。
農林水産部長　規模拡大などの経営発展を伴わ
ない機械設備の単純更新に、国や県の補助事業
を活用することは難しく、市が独自に支援する
ことも財政上の制約から現実的ではない。機械
設備の共同利用の促進や作業受託組織の育成な
ど、経営規模の大小を問わず、農業者がともに
支え合う持続可能な営農環境を整える視点も重
要と考えている。

旧鶴岡病院跡地・人工芝グラウンドの整備、
新産業団地

奨学金返済支援制度を
継続していくためには

議員　奨学金返済支援制度つるおかエールの現
状と今後の見通し、課題とその対策は。
企画部長　３年度の制度開始からの応募者のう
ち96人が本市に居住・就職しており、その７割
が女性である。特に医療・福祉関連の業種への
就職者が多い。市内に３年間居住し就業する要
件を満たして支援を受ける人数は、16年度以降
最大になり、毎年約5,000万円の支出が想定され
る。市内外の企業に働き掛けるなど、企業版ふ
るさと納税を含む寄附金等の確保に努めていく。
また、同制度を早期に認識してもらうため、小・
中学生と保護者への周知も検討していく。

建設工事情報共有システム（ＡＳＰ）、
ドローンの活用状況

市街地の空き家対策を
推し進めるために

議員　ＮＰＯ法人つるおかランド・バンクが行
う小規模連鎖型区画再編事業において、狭あい
道路を拡幅して分譲地にするには、空き家所有
者が土地の一部を道路として寄附し、舗装や側
溝整備をする必要がある。このための費用負担
が大きく実施に至らないことが多いが、見解は。
建設部長　道路改良費の割合が大きい場合は、
整備を求める側溝形状や費用負担の在り方等の、
道路管理者による道路築造費用の縮減の研究等
により、所有者の負担軽減、事業の採算性確保
につなげたい。官民連携による研究等も行い、
市街地の空き家問題の解決に取り組んでいく。

旧朝暘第二小学校跡地の整備

かたくり温泉ぼんぼの
再開に向けた課題は

議員　かたくり温泉ぼんぼは、朝日地域の住民
の暮らし、健康づくり、交流において、重要な
役割を果たしている。温泉営業休止後の状況と、
営業再開に向けた課題は。
朝日庁舎支所長　７年５月からの温泉営業休止
後も、運営主体であるＮＰＯ法人がフレイル予
防事業を継続している。温泉再開には、新たな
源泉掘削が必要で、約３億円を要する。普通財
産である当該施設への多額の設備投資は、多く
の市民や議会の理解を得ることが困難であると
認識しており、今後の利活用については、地域
との話合いを重ねながら検討していく。

鳥獣被害対策、克雪対策、
消費生活相談の実態

ほかの質問  ほかの質問  

ほかの質問  ほかの質問  

※１ 小規模連鎖型区画再編事業…密集住宅地や狭あい道路に面し、単独では解消できない（再建築できない、売却できない等）空き家・空き地について、所有者等から
　　　　　　　　　　　　　　　 協力を得て周辺を含めた面整備による区画再編を行う事業。

※1

わたなべ ともや

渡部　智也 議員
おかざき かつみ

岡崎　克己 議員

かなうち おさむ

金内　　理 議員
さとしすずき

鈴木　　聡 議員
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災害時における
情報伝達の手段は

議員　災害状況や避難に関する情報伝達手段は。
危機管理監　防災行政無線のほか、携帯キャリ
ア４社からの緊急速報メール、市の公式ＳＮＳ
及びホームページで情報を発信している。また、
Ｊアラートと連動し、緊急情報も発信される。
議員　㈱野村総合研究所と連携して開発したデ
ジタル・マイ・タイムラインの取組内容は。
危機管理監　市公式ＬＩＮＥ上で自分に合った
マイ・タイムラインを作成できるもので、11月
10日からホームページで告知、運用を開始した。
今後、出前授業や研修会等を通じて周知を図り、
防災意識の向上につなげていきたい。

松枯れ被害対策、斎場の現状

公共施設等総合管理計画
を進めるためには

議員　公共施設の維持管理や更新においては、
財政負担の軽減や歳出の平準化等が重要であり、
その一手法として民間の優れた技術力や経営管
理力等の活用が必要と考えるが、見解は。
総務部長　一定規模以上の事業には、ＰＦＩ等
の事業手法の検討を義務づけるＰＰＰ／ＰＦＩ
手法導入の優先的検討規程を６年３月に策定し
た。ＰＰＰ／ＰＦＩ手法の導入は、住民サービ
スの向上や事業費の軽減に加え、新たな事業機
会の創出や民間投資の喚起が期待される。従来
型手法との比較検討や導入効果を調査した上で、
総合的に判断したい。

なし

保育料及び副食費の
完全無償化の検討は

議員　５年度の本市調査では、子育てにおける
不安として金銭的負担と回答した方が最も多い
が、保育料及び副食費の完全無償化の検討は。
健康福祉部長　保育料等の完全無償化は、これ
から子どもを産む方や２人目、３人目を考える
方の負担感が減る一方、財源確保が大きな課題
である。幼児教育・保育の無償化は、国の責任
で実施するべきものという考えから、市では国
や県に対し、無償化を要望している。その上で、
保育料については、市全体の施策との整合性を
取りながら、できるだけ早期の無償化に向けて
前向きに検討していく。

健康づくりの推進、朝の児童の居場所づくり

深刻化する産業の担い手
不足への対策は

議員　大学等への進学者に偏った現行の市のＵ
ターン支援策を拡充し、高卒で県外就職した若
者への新たなＵターン支援策を検討する考えは。
企画部長　国の移住支援金や、市の食の支援等
は要件を満たせば県外就職者でも対象となるこ
とから、情報発信を強化し、取組の浸透を図る。
議員　産業系高校との連携を強化し、地域産業
を支える人材育成の枠組みを構築する考えは。
企画部長　懇談会等で情報共有を行ってきたが、
今後より一層連携を図れるよう、情報共有を密
にしていきたい。引き続き国の支援等の情報収
集を行いながら、連携の在り方を検討していく。

市内学区の児童数偏在と今後の学校運営、
公立化する東北公益文科大学への財政負担 など

ほかの質問 

ほかの質問  ほかの質問  

ほかの質問  

※2

※3

※4

※２ マイ・タイムライン…洪水などの進行型災害に備え、「いつ」「何をするのか」を時系列で整理する個人の防災行動計画。発災時に慌てず適切に行動するため、
　　　　　　　　　　　　 事前に作成し、災害への備えとして活用するもの。

せいの やすこ

清野　康子 議員

さとう ひさき

佐藤　久樹 議員

ほんま しんべえ

本間新兵衛 議員

いとう まいこ

伊藤麻衣子 議員

※３ ＰＦＩ…Private Finance Initiative　公共施設等の建設、維持管理、運営等において民間の資金、経営能力等を活用する手法。

※４ ＰＰＰ…Public Private Partnership　広く官民が連携して効率的かつ効果的に、
　　　　　　 質の高い公共サービスを実現する手法。

パブリック  プライベート    パートナーシップ

プライベート   ファイナンス    イニシアティブ
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ギャンブル依存
ピアサポートの場を

議員　ギャンブル依存症経験者や回復経験者等
のピアサポートの場を支援、形成する考えは。
健康福祉部長　個別の伴走支援を行う中で、県
や医療機関等が広域的に実施している学びの場
や自助グループ等の情報提供を行うとともに、
相談者のニーズを把握しながら、ピアサポート
等の支援の在り方について検討していきたい。
ギャンブル等への依存は、社会的な問題となっ
ており、理解の促進や予防のための周知啓発、
相談窓口の充実など、総合的な取組が重要と考
えている。引き続き、県や関係機関と連携しな
がら、様々な取組を推進していきたい。

認知症になっても安心して暮らせる鶴岡を
目指して

松くい虫被害拡大、
今後の対応は

議員　今秋の調査で約11,600本の被害木が報
告されているのに対し、来年度予定されている
伐倒駆除計画では、被害木が多く残される。被
害拡大への対策が必要と考えるが、見解は。
農林水産部長　今までにない被害規模で、全量
伐倒するための財源や労働力確保が困難である
ため、来年度の伐倒事業量が被害量の約40％
となった。今後、被害木処理から森林再生に方
向を切り替える必要があり、住宅や農地周辺の
危険木を優先的に伐倒し、抵抗性松や広葉樹の
植林を増やし、防風・防砂林としての機能を確
保しつつ、早急に森林を更新・再生していく。

住宅政策、下水道事業

不登校児童・生徒へ
別室等での手厚い支援を

議員　全国の不登校児童・生徒数はこの10年
間で３倍に増え、将来大きな痛手になることが
懸念される。小・中学校における、不登校児童・
生徒支援のための別室等の設置状況と課題は。
教育長　不登校児童・生徒がいる学校は、小学
校16校、中学校10校で、不登校の増加と低年
齢化が進んでいる。小学校12校と中学校10校
で別室等を設置しており、支援に有効であると
感じているが、県費負担による専任職員の配置
は６校のみで、未配置校では教職員の業務負担
が大きい。県に対し専任職員増員の要望を継続
し、別室等での支援の充実に努めていく。

介護保険事業、
輝く女性活躍推進プロジェクト

ひきこもりへの支援は

議員　ひきこもりに関する支援者数の状況は。
また、ひきこもりの相談窓口は。
健康福祉部長　６年度は64人に支援を行ってい
る。20代から50代が多く、ひきこもり状態が長
期化している傾向にある。相談窓口は、にこ♥ふ
るで実施している若者ひきこもり相談や月山福
祉会に委託実施しているひきこもり支援ステー
ションあしたば、県の委託を受けたＮＰＯ法人
一歩である。また、市内に11か所ある地域包括
支援センターや本所１階のくらしステーション、
各地域庁舎の福祉センター（社会福祉協議会）
でも相談を受け付けている。

プレーパーク整備計画、学校給食

ほかの質問  ほかの質問  

ほかの質問  ほかの質問  

※5

※５ ピアサポート…同じような経験や苦しみ、悩みを共有する人たちが仲間として互いに支え合うこと。

せいいちおおの

大野　誠一 議員
すがい いわお

菅井　　巌 議員

はせがわ つよし

長谷川　剛 議員
さかもと まさえ

坂本　昌栄 議員
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松枯れ対策における
課題と人材確保策は

議員　松枯れ対策における課題は。
農林水産部長　対策費用の財源確保と、実施す
るための労働力確保が課題と捉えている。
議員　冬季間は農作業が少なくなる農家の方々
などの地域人材を生かすことで、松枯れ対策の
スピード向上、人材育成、冬季の雇用創出など
の効果が期待できると考えるが、見解は。
農林水産部長　地域人材の活用は、解決策の一
つと考える。本職でなくても、チェーンソーや
刈払い機を使用する容易な作業ができる人材も
必要なので、林業事業体が受け入れる意向があ
れば、従事していただく可能性はあると考える。

クマから児童生徒を守るための安全対策

子どもの体験格差是正の
ための助成制度は

議員　学校外での体験活動について、遊び場を
無料にする等の間接的支援だけでなく、子ども
への直接的な助成制度を導入する考えは。
教育部長　要保護・準要保護家庭以外の子ども
個人に対して、費用を支援する検討は行ってい
ない。体験活動としては、ふるさと鶴岡を愛す
る子ども育成推進事業の中で、小学校スキー学
習でのリフト料金等や校外学習での加茂水族館
等の入館料、移動の際のスクールバスの支援を
行っている。また、料理教室やレクリエーショ
ン等、全ての子どもが自由に参加できる事業を
展開しており、広く周知し参加を促していく。

地域福祉の推進、市長選及び市議選の投票率

農業委員会と農林水産部の
連携強化を

議員　農地集積や自給率向上、地域内循環型農
業の確立等を地域計画に反映させ、新規就農者
の受入れにつなげる必要がある。こうした課題
への対応に向けて、農業者支援に当たる農業委
員会と農林水産部を同じ庁舎に置いた方がより
連携して業務を進められると考えるが、見解は。
農業委員会会長　農業委員会は藤島庁舎にある
が、農林水産部とはしっかりと連携を図り、農
業者へのサービス低下にならないよう努めてい
る。どこの庁舎で農地の相談をしても同様の対
応ができるよう情報共有しており、今後もなお
一層、連携強化できるよう検討していく。

消防本部・消防署

今こそ０歳から２歳児の
保育料無償化を

議員　子どもを安心して産み育てられる環境の
整備は、本市の未来に直結する最重要テーマで
ある。０歳から２歳児の保育料無償化について、
市の未来と今まさに子育てを頑張る市民のため
に、いつまでに方針を示し、どのような決意で
向き合うのか。
健康福祉部長　無償化の時期については、でき
るだけ早期の実施に向けて検討している。市と
しては、育児や女性の活躍などを支援し、子育
ての環境を良くすることで、若い世代にも選ば
れる鶴岡にしていきたいと考えている。

子宮頸がん及びＨＰＶ関連がんの撲滅に向けて
ほかの質問 ほかの質問  

ほかの質問 ほかの質問  

あべ ひろし

阿部　　寛 議員

こんの さちこ

今野　祥子 議員

いがらし かずあき

五十嵐一明 議員

さとう まり

佐藤　麻里 議員
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特別委員会を設置しました 「請願者の意見陳述」を初実施

三瀬矢引風力発電事業
計画　危険性の認識を

議員　同計画では、事業者が環境アセスメント
上の配慮で、4.2メガワットの巨大風車を７基
から５基に減らしたが、睡眠障害が生じるとさ
れる２㎞圏内に500世帯以上が存在しているほ
か、鳥類への影響も甚大であり、地域住民は反
対している。予防原則に立ち、この実態を国に
訴え、事業を止めてほしいが、見解は。
市長　地元自治会等の懸念事項は県に提出して
おり、国・県・市の意見を踏まえ、事業者が最
終的な環境保全措置を講じると認識している。
今後も関係者の意見を聴きながら、公平性を保
ちつつ、法令に基づいて対応を進めていく。

市政方針

公園遊具の修繕・更新
旧町村地域は後回し？

議員　公園遊具の修繕・更新が進んでいないが、
使用禁止の遊具と更新予定の遊具の数は。
建設部長　17基が使用禁止、うち５基が旧町村
地域にある。来年度は鶴岡西部公園の３基、９
年度以降は鶴岡地域の74基を更新予定である。
議員　公園遊具の整備は、こどもの遊び場に関
する協議会で協議されているが、対象は鶴岡地
域の公園だけである。旧町村地域の協議が具体
的に行われたとは思えないが、今後の進め方は。
建設部長　来年度、公園施設長寿命化計画改定
に向け、改めて旧町村地域を含む遊具の安全点
検を実施し、その結果を同計画に反映させたい。

出羽三山、鳥獣被害対策、
黒川能の上座・下座の宝蔵庫

ほかの質問  ほかの質問  

◎委員長　〇副委員長

厚生常任委員会での意見陳述の様子

高速交通等対策特別委員会
高速道路や空港、羽越本線の高速化など、高速
交通基盤の整備促進について調査します。

　令和７年10月１日に施行された議会基本条
例により、請願者は、請願の審査が行われる
委員会に出席し、請願を提出するに至った思
いや意見を述べることができるようになりま
した。
　12月定例会では、常任委員会の請願審査に
おいて請願者の意見陳述が行われ、議員は請
願者の切実な思いを直接聴くことで、より深
く請願の趣旨を理解し、審査することができ
ました。

◎佐藤　昌哉　　◯黒井　浩之
　長谷川　剛　　　田中　　宏　　中沢　深雪

予算特別委員会
予算の使途や財政が健全に運営されているかを
詳しく審査します。

◎佐藤　昌哉　　◯菅井　　巌
　予算特別委員会は全議員で構成されます。

請願の提出方法等は市議会
ホームページをご覧ください。

いしい きよのり

石井　清則 議員
くさじま しんいち

草島　進一 議員
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議会Ｑ＆Ａ　～定例会の流れ～

Ｑ．「定例会」って
　　何のこと？

Ａ．市議会には、定期的に開かれる「定例会」と、必要に
応じて開かれる「臨時会」があります。定例会の回数
は条例で定められており、本市議会は、３・６・９・
12月の年４回招集されます。

定例会の大まかな流れ

本
会
議

①開会

②議案提出者の説明
市長が議案（予算案や条例案等）の提案理由
を説明します。

③総括質問
各会派が議案の提案理由の説明に対して、総
括的に質問を行います。

④一般質問
市民の皆さんから寄せられる様々な意見や要
望などを踏まえ、議員が市民の代表として、
市政全般に対して質問を行います。

本
会
議

⑥委員長報告
各委員会での審査結果を各委員長が報告しま
す。

⑦討論
議案の議決の前に、議員が賛成又は反対の意
見を表明し、自分の意見に賛同してもらえる
ように働き掛けます。

⑧議決
議案に対して多数決による採決を行い、議会
としての意思を決定します。

⑨閉会

委
員
会

⑤委員会審査
提出された議案は、予算・決算特別委員会や各
常任委員会（予算・決算特別委員会分科会）
に分野ごとに振り分けられ、効率的に審査されます。

※予算・決算特別委員会⇒全議員で構成
　常任委員会（総務、市民文教、厚生、産業建設）
　⇒議員はいずれか１つに所属

Ｑ．定例会はいつから
　　始まるの？

Ａ．定例会の日程は、議会だより
や市議会ホーム
ページでお知ら
せしています。

Ｑ．実際に見に行けるの？

Ａ．本会議及び委員会は公開され
ており、傍聴が可能です。是
非お越しください。また、本
会議はYouTube
（生中継･録画配
信）でもご覧いた
だけます。

Ｑ．議員はどんなことを
　　質問するの？

Ａ．総括質問・一般質問をいつ、
どの議員が、どういう項目で
行うかは、市議会ホームペー
ジでお知らせします。また、
市役所本所や各庁舎の市民ロ
ビー等のほか、鶴岡地域の各
コミセン、図書館本館及び中
央公民館にも総括質問・一般
質問のお知らせを配置してい
ます。
※質問の内容等が決まるのは開会の
　４日前（土曜･日曜日･祝日を除く）
　です。

市議会の日程

市議会YouTube



焼却により発生する熱を利用して発電を行い、小・中学
校など市内の公共施設に供給する「電力の地産地消」に取
り組んでいます。
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本市の施策が注目されています
　鶴岡市議会では、他市議会等の行政視察の受入れを
行っています。
　７年中は、15件の視察を受け入れており、81人の
議員が来鶴しました。本市の施策が注目されることで、
交流人口の増加が期待されます。

★主な視察項目
・ごみ焼却施設　・鶴岡サイエンスパーク
・食文化創造都市推進事業　・BISTRO下水道

ビストロ

ごみ焼却施設「つるおかエコファイア」

傍聴したことは
ありますか？Q

初めて
50%

何回かある
44%

よく来ている
3%

無回答 3%

傍聴者アンケートの結果（７年１月～12月分）　回答数113件（傍聴者数308人）

傍聴の目的（きっかけ）は？
※複数回答式Q
・市議会、市政に関心がある
（62件）

・今回の議案や質問内容に
関心がある（48件）

・議員の応援のため（17件）

・各種団体の企画、知人に
誘われた（25件）

議員の発言内容はよく
分かりましたか？Q

よく分かった
29%

分からな
かった
9%

無回答 8%

だいたい
分かった 54%

市長、市職員の発言内容は
よく分かりましたか？Q

よく分かった
26%

だいたい
分かった 54%

分からな
かった
7%

無回答 13%

お住まいの地域は？Q

鶴岡
70%

藤島 3%

羽黒 7%
櫛引 5%

朝日 2%
温海 1%
市外 3% 無回答 9%

傍聴アンケートの
ご協力ありがとう
ございます。

アンケートの内容は
全議員で共有して

います。

令和７年の鶴岡市議会令和７年の鶴岡市議会 ◎議会の開催状況
招集回数 会期日数 本会議日数

定例会 臨時会 定例会 臨時会 定例会 臨時会
4 3 83 4 25 4

　７年中は４回の定例会（３月、６月、９月、12月）と
３回の臨時会（２月、４月、11月）が開催されました。
◎提出議案の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位：件）

市　長　提　出 議　員　提　出 請　願
予算 決算 条例 事件 人事 計 条例 決議 意見書 その他 計 受理 継続 計
28 4 36 44 10 122 3 1 8 0 12 11 0 11

◎審査の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位：件）
市　長　提　出 議　員　提　出 請　願

可決 否決 同意 承認 認定
可決
及び
認定

修正
可決 計 可決 否決 計 採択 不採択 計

103 0 10 3 2 2 2 122 10 2 12 5 6 11



厚　　　生
常任委員会

令
和
７
年
12
月
定
例
会
号（
令
和
８
年
２
月
１
日
発
行
）

つ
る
お
か
市
議
会
だ
よ
り

日 火 水 木 金 土月

8 10 11 12 13 149

1 3 4 5 62

15 17 18 19 20 2116

22 24 25 26 27 2823

29 3130

7

※各会議の開会時刻は午前10時です。
　午後にわたる場合は１時間程度の休憩をはさみ再開します。
※日程は変更される場合がありますので、ご了承ください。

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す

◆
「
本
会
議
」
は
議
場
の
傍
聴
席
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
本
所
４
階
ロ
ビ
ー
で
傍
聴
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
傍
聴
の
定
員
は
64
人
で
す
。

◆
「
委
員
会
」
は
各
会
議
室
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

本
所
２
階
の
議
会
事
務
局
で
傍
聴
の
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。
傍
聴
の
定
員
は
５
人
〜
20
人
程
度
で
す
。

※
本
会
議
又
は
委
員
会
を
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、
事
前

　
に
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
「
本
会
議
」
は
本
所
及
び
各
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー
等
の
テ
レ

ビ
モ
ニ
タ
ー
で
生
中
継
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
は
生
中
継
及
び
録
画
配
信

を
視
聴
で
き
ま
す
。

本　会　議
予算特別委員会

本　会　議
（一般質問）
議会運営委員会

本　会　議
（一般質問）

本　会　議
（開会・総括質問）

本　会　議
（一般質問）

議会運営委員会 予算特別委員会

予算特別委員会

常任委員会
予　備　日

常任委員会
予　備　日

産 業 建 設
常任委員会

市 民 文 教
常任委員会

総　　　務
常任委員会

（春分の日）

議会を傍聴して
みませんか

請願・陳情 提出期限
２月 24日（火）午後１時

　
12
月
定
例
会
で
は
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
ク
マ
を
は
じ
め
と
し
た
鳥
獣
被
害
対

策
、
庄
内
海
岸
の
松
枯
れ
被
害
を
質
問
項
目
と
し
て

取
り
上
げ
る
議
員
が
多
く
い
ま
し
た
。
ま
た
、
物
価

高
騰
対
策
に
係
る
補
正
予
算
な
ど
も
議
決
し
ま
し
た
。

　
10
月
の
市
議
選
で
12
人
の
新
人
議
員
が
加
わ
り
、

議
会
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
ぶ
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
報
広
聴
委
員
会
で
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
分

か
り
や
す
い
市
議
会
だ
よ
り
」
を
目
標
に
編
集
し
て

お
り
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
も
今
号
か
ら
新
委
員
で
の

編
集
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
紙
面
の
改
善
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
　
　
　 

委
員
長
　
　
長
谷
川
　
剛
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12 月定例会の傍聴の様子

本　会　議
（表決・閉会）

発行／鶴岡市議会　　編集／広報広聴委員会
〒997-8601　山形県鶴岡市馬場町９番25号
電話　0235-35-1908　FAX　0235-25-2123
メールアドレス　gikai@city.tsuruoka.lg.jp

佐藤 久樹　竹内 秀一　大野 誠一　伊藤麻衣子　岡崎 克己
　中沢 深雪　  長谷川 剛　  石井 清則

議会傍聴アンケート
●議員は市民の声をよく聴いて、市
民生活にとって大事なこと緊急な
ことを取り上げて質問してほしい。
それが議員の仕事だと思う。今後
も可能な限り議会を傍聴したい。
●議員が市民の声をよく聴いている
ことが分かった。より住みやすい
鶴岡市になるために議員に頑張っ
てもらいたい。

議
会
の
会
議
録
を
閲
覧
す
る
に
は

◆
本
所
及
び
各
庁
舎
の
市
民
ロ
ビ
ー
等
、
鶴
岡
地

域
の
各
コ
ミ
セ
ン
、
図
書
館
本
館
に
お
い
て
、

会
議
録
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
録
の

閲
覧
・
検
索
が
で
き
ま
す
。

　
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（副委員長）　 （委員長）　 （副議長）

会議録

12月定例会を傍聴された方
から寄せられたご意見・ご感
想（一部抜粋）を紹介します。




